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限界時間内に全員避難が可能かどうか具体的に者える

旅館・ホテルの夜間防大管理
旅館 ・ホテルには、大勢の人が宿泊する。宿泊

者の多<は 避難経路に不慣れで、飲酒して熟睡し

ている人も多い。また総じて深夜の旅館 ・ホテル

は従業員が少な<、 緊急事態に対応する体制は弱

い。したがつて火災が発生した場合、表1の 火災

事例に見るように、多数の死者が出る危険1生があ

る。

自治省消防庁では、旅館 ・ホテルの夜間の防火

管理を重視し、昨年2月 『旅館 ・ホテル等におけ

る夜間の防火管理体制指導マニユアル』を発表し

た。これを基に全国的に指導を強化し、5年 後に

|よ「夜間防火管理体制」を 「適マーク」の条件に

するという。

新しい 「夜間防火管理体制」の考え方は、一言

でいうと、唯 険限界時間内に、安全に避難を完了

できるかどうかチェックし、もしできなければで

きるように改善する」というものだ。この際、チ

エツクし改善するのは、旅館 ・ホテルが自主的に

行うことで、消防機関は助言するだけである。

法令によつて規制するのでな<、 旅館 ・ホテル

の自主性を重んずる今回の指導は、画期的な施策

といえよう。自治省消防庁で指導マニユアルづ<

りに携わつてこられた小林恭一氏 (現東京消防庁

指導広報部指導課長)に 、この新しい者え方につ

いて伺つた。
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1988年2月 14日、スイス ・チューリッヒのホテル ・インター

ナショナルの火災。28階建の27階より出火、 6名が死亡 した。



旅館 。ホテルの火災は毎年どのくらい起きてい

るのか、昭和43年から61年までグラフにしたのが

図 1で ある。

火災発生件数は減少傾向にあるといえるが、 1

年に約300件を数える(昭和61年二303件)。火災発

生率は、1,000対象当たりの発生件数で、昭和61年

は3.5、つまり旅館。ホテルは、 1年 に1,000軒(対

象物 )の うち
・3軒 から 4軒 が火災にあっていると

いうことになる。

出火原因と出火箇所に関しては、東京消防庁の

データを表 2と して 8ペ ージに掲載しておいたの

で、出火防止の参考にされたい。

火災による死者数 も、全体として減少傾向にあ

るようにみえるが、年による変動が大きい。 しか

し死者数のグラフで注目したいのは、図 1に 見る

第 3期 には、多数の死者のでた火災が 5件発生

している。この 5件の火災のうち、4件 はいずれ

ように、時期的に3グ ループに分けられることで

ある。

第 1期 は昭和43年から昭和48年で、この時期は、

一度に多くの死者を出すような火災のなかった年

でも、毎年40人を超えるような死者が出ている。

第 2期 は昭和49年～54年で、死者数は第 1期 に比

べると非常に少ない。第 3期 は昭和55年以降で、

再び死者数の多い年が現れている。これは再び一

度に多数の死者を出す火災が発生するようになっ

たためで、そのような火災のない年は、年間の死

者数は 5～ 7人程度に押さえられている。

第 2期 における死者数の変化は、建築基準法、

消防法の改正による効果とみてよかろう。しかし

第 3期 になって、再び大きな被害をだす火災が発

生するようになった理由は何だろうか。

も観光ホテルであるが、建物構造上 2種類に分け

られる。一つは、表 1の 火災NQ 8と9の グループ
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図1旅館・ホテル火災の件数及び死者数の推移(○数字は、表|の番号の火災を示す)



で木造 3階建てまたは4階建て

のものであり、もう一つは 6と

10のグループで、木造と耐火造

等とが増築によってこん然一体

となっているタイプである。後

者はリゾートではかなり普遍的

なものである。このような旅館・

ホテルが、最近になって抱えて

いる問題点として、気密性が高

くなっていることが考えられ、

仮説ではあるが、これが第 3期

の特徴となっているのではない

かと思われる。

古い建物でも窓をアルミサッ

シとしたり、壁を変えたりして

改装しており、プライバシーの

点からも、従来に比べると極め

て気密性の高いものになってき

ている。このことは、防災上次

のような問題を持っている。

① 火災時に、不完全燃焼による一酸化炭素等の

有毒ガスの発生、酸欠空気の発生を促す。

② 建物の気密性が低いときには得られた物音、

人の騒ぐ気配、臭いなど火災発生に関する貴重

な情報が得られなくなり、自動火災報知設備が

切られていたりすると、火災発生を早く知るこ

とが困難になる。

③ 非常ベル(地区ベル)や非常放送のスピーカー

等は通常廊下にあるため、気密性の高い室内で

は聞こえにくい。

これらの問題は、火災時の人命安全に関してす

べてマイナス要因になるものである。

このような気密性の問題は、新しい耐火建築の

表 1多 数の死傷者の出た旅館 ・ホテルの火災(昭和40年以降)

建物でも同様であるが、新しい建物の場合は、現

在の消防法や建築基準法が適用されているので、

これらの問題に対する対策は、一応折り込みずみ

と考えられる。問題はやはり、木造建物や増改築

を行っている建物に多いと考えてよかろう。

古い建物を改装する場合には、気密性の増大に

よる火災危険の増加を軽減する対策として、たと

えば壁の改装には合板を使わずに、石膏ボードを

用いるとか、天丼を不燃材料にするとか、あるい

は非常ベルやスピーカーは設置間隔を4 さヽくする

とか室内に設置するなどして、早いうちに火災を

知らせることができるようにする必要がある。
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旅館 ・ホテルにおける安全上の大きな問題が、

夜間の防火管理体制にあることは、常識的に想像

できることである。このことは多くの火災事例も

証明していることで、表 1に掲げた10事例をみて

も、 9例 が夜間に発生している。

建物火災による死者の発生は、旅館 ・ホテルを

はじめ、病院、福祉保健施設、住宅など、就寝施

設に多い(図 2)。 これも常識的なことといえよう

が、旅館 ・ホテルの場合には、宿泊客が、避難経

路等に不慣れである上に、飲酒して熟睡している

という特徴がある。さらに先の気密性の問題に加

えて、夜間の従業員が極めて少ないことから、火

災時に宿泊客の避難誘導に問題が生じる。

表 1の No.6の火災は、昼間の火災だったにもか

かわらず、45人もの死者を出した。このホテルで

は、出火当日自動火災報知設備の増設工事を行っ

ていたため、出火を知らせる非常ベルの鳴動をテ

ストと勘違いして、避難行動を大幅に遅らせてし

まった。それが昼間の火災にもかかわらず、多数

の犠牲を生むことになった大きな原因の一つであ

るといわれている。

一方、ある温泉ホテルで火災が発生した。この

ホテルは、規模、増築を重ねている点、焼失面積

宿泊客の人数(老人クラブの団体客が多かった)な

ど、No.6火災と多くの共通点があり、しかも深夜

の出火だったにもかかわらず、死者は 2人 に留ま
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2)昭 和54～57年の死者数には、放火自殺者を含まない。

放火自殺者を含む数字は( )内 に掲げている。
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注 1)デ ーターに一部でも欠落がある年については図に表わしていない。

全建物の平均

図2建 物用途別にみた火災100件当たりの死者数
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